




　総合病院産科において出生する新生児のうち,いわゆる High Risk Neonate

がどの程度の比率を占めるかに関する具体的数値は,我国ではいまだ充分な調

査報告がない。我々の国立岡山病院産科で出生する新生児は,小児科医によっ

て積極的に管理されているので,調査統計が容易である。そこで総ての生産児

を対象として,昭和 49 年と 50 年の 2年間にわたって調査し,次の結果を得た。

　調査期間に 2,606 例の生産があった。このうち未熱児(低出生体重児)は 127

例で,これらは小児医療センタ-の未熟児施設に移された。成熟児は 2,479 例で,

このうち 75 例が Risk Neonate として,小児医療センターの新生児病室に移さ

れ,残りの 2,405 例は産科の新生児保育室で,小児科医の管理下で,約 1 週間保

育された。


